
令和７年度                             相生市立矢野小学校 

 教 育 目 標 

豊かな心と自ら学ぶ力を育み、心身ともに健康な子どもを育成する 

（１）めざす児童像   － 心と体と知恵を育てる。－         

○思いやる子          ○元気な子            ○考える子 

道徳性の育成 (徳育）      たくましい心身の育成（体育）     確かな学力の定着（知育） 

 
やさしく思いやりのある    基本的生活習慣を基盤にした活動   自ら考え、工夫し表現する 

人間関係力を育てる                          力を育てる 
 

 

 

 

 

 
 （２）重点課題                                           

１ 共に生きる心を育てる人権教育を推進する。            
 ◇ あいさつ運動をはじめ、基盤となる基本的な生活習慣の定着 
◇ 思いを出し合い人間関係を深める集団づくりの推進     

◇ 受容的共感的な児童理解による生徒指導の徹底         
 ◇ 全教職員の共通理解による、総合的な人権教育の推進    

 ◇ よく知ろうとする意欲を高め、差別や偏見に気づき解消する 
実践力の育成 

◇ いじめの未然防止と早期発見 
◇ 一人一人の教育的ニーズに対応した特別支援教育の充実   

 

２ 体力を増進するとともに、たくましい心を育成する。 

◇ 適切な保健・安全指導による健康増進と病気・けがの防止  

◇ 毎日のサーキットや芝生活用による体力の増進       

 ◇ 食育年間指導計画に基づいた食育の推進          
 

３ 基礎基本を定着させ、思考力､判断力､表現力を育成する。 
◇ 学習規律を大切にし、一人一人の実態に応じた指導の徹底  

 ◇ 基礎基本の定着とともに「分かる・楽しい授業」づくりによる 
自尊感情の育成        

 ◇ 表現力を育成する、伝え合う場の設定           

 ◇「自ら本を手に取り読書する子」（読書習慣）の育成       

 ◇ 主体性ある農業体験学習や地域教材学習の充実       

◇ キャリア教育の視点を明確した取組の系統化        
 

４ 地域に開かれた信頼される学校、特色ある学校づくりを推進する。 

  ◇ 体験型環境学習､農業体験等､地域と連携した多様な体験学習の重視 

 ◇ たより等積極的な情報提供による保護者個々との情報交換の重視 

◇ 目的意識を持った各種研修等による教職員の資質向上 
 ◇ 矢野川幼稚園、若狭野小学校、矢野川中学校との連携･一貫教育の推進 

                            
上記以外の評価項目  ICT 機器の活用  教育環境等     

 

 

一人一人が主人公 ～達成感・充実感のあるくらしと学習～ 
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「なりたい自分」への意欲を持ち、身近な課題からしっかり向き合い、判断と成果を生かし、

自分ごととして実感のあるくらしや学習を積み重ねる。 

対応する評価項目 
内 部 保護者 
評 価   アンケート 


